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生命をテーマとした石彫制作の研究
『大地の種-11 』の制作から

The  Study of Stone Sculptures with

the Theme of “Life"

－From the works titled

“Seeds from the earth －11" －
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筆者は、15 年前から石が持つ素材の魅力や特性を活かしながら、自らの思いを作

品として表現することを研究している。石は、耐久性や耐候性に最も優れた自然素材

であり、何千年の時を経てもなお元の形を留めるものもある。山本学治は、土や木な

ど の他の自然素材が持っていない石の物理的な諸性質として「重量（密度）・硬さ・

耐久性」を挙げており、丁岩石の生成過程における時間の長さと条件の苛烈さから生

まれた、安定した存在の質の現われなのである」と述べている1）。石という素材に秘

められた強靫なエネルギーや生命感は、「安定した存在の質」や「石の持っている不

変的な硬さと重さ」2)ゆえに感じられる性質であり、呪術的な恐れや憧れに似た感覚

さえも抱くことがあるノ

筆者の石彫制作は、石との対話から始まる。石と向き合うにつれて、石にもそれぞ

れに管匪があり表情があることを実感する。石と対峙するうちに自分自身がふと無心

になっていることに気づき、そうした時間の中でイメージが広がっていく。石の中に

潜むかたちや石の中に宿るものを内から外へと解放することが筆者の表現行為であ

り、作品制作の根底には「生命」や「誕生」といったテーマ性を一貫して持ち続けて

いる。筆者は、石を大地からの産物であると捉え、これまでに『:大地から』、『大地の

芽』、『:大地の種』といった作品口シリーズを数多く制作し発表している。本稿では、

筆者の素材に対する思いや制作意図について触れながら、生命をテーマとした石彫作

品『:大地の種-11 』の制作および作品発表について報告し今後の研究の方向性を用

らかにしたい。

h
生命をテーマとした石φ制作lこつい て

本研究で使用した錆ゴロタ石は、インドで採石されたものであり、表面が濃い赤茶

色づ錆色）をした直径約10cmから20cm程の玉石である（図1 ）。表面から約5  mm程度

の厚みの部分は、錆色をした硬い砂のような層になっているが、その内側は、深緑色
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をした花尚岩であることが多い。一般的にゴロタ石3）は、建築資材やガーデニング用

の石材、縁石などに使用されることが多く、筆者が知る限りでは彫刻素材として扱わ

れた例はない。筆者にとっては、錆ゴロタ石の形態は大地から生まれ出てきた卵や種

をイメージさせるものであり、この素材との出会いによって作品の構想は大きく広が

っていった。

筆者の作品における発想のきっかけは、自然物や風景との出会いから生まれること

が多い。これは、子どもの頃からめ外遊びやふとした発見が影響していると思われる

が√山で見つける木の実や種、海で拾うた小石や貝などを集めては、その自然物にか

けがえのない存在感を抱いていた記憶がある。これまでにも「芽」や「種」、「実」な

どの生命的なモチーフを抽象形体に置き換えた石彫作品を数多く制作してきたが、現

在に至るまでにはさまざまな彫刻家の作品や思想から多くの影響を受けてきた。

2001 年にパークアリーナ小牧（愛知県小牧市）開館記念展として展示された加藤

邦彦4）の「生き物」と題された約10 点の石彫作品からは、植物的なフォルムの美し

さと内在する生命の神秘に感銘を覚え、生命をテーマとした表現を展開していく上で

大きな影響を受けた。また、20 世紀を代表するイギリスの彫刻家ヘンリー・ムーア

は「私にとって、作品とはまず第一にそれ自体の生命力をもっていなければならない。

（中略）作品とは、それが表しているであろう対象を離れて、それ自体のうちに龍も

っている活力とそれ自体の強力な命を持ち得るということを言いたいのである」と述

べ、自らの表現は丁生の意義を表現するもの」であり、「生きることにおけるより大

きな努力への刺激となるものである」としている5)。ハーバート・リード6)は、近代

彫刻の展開を語る上で「生命主義」という言葉を好んで使用しているが、その際には

ムーアの言明をたびたび引用し、彫刻芸術の世界的規模の展開を率先してきた彫刻家

であると高く評価している7)。生命と自らの表現を一体として捉えたムーアの力強い

生命観と精神匪、量塊に対する探求心から学ぶこどは多い。

自然形態に見られる論理性について山本が「自然物の形態はつねに、その物の、そ

の時その場における存在の性質の誤ることのない形象化である」8）と述べているとお

り
自然石である錆ゴロタ石は採石された時や場所によってその形や大きさがひとつ

ひとつ異なっている。それぞれの石の形状に合わせて加工し研磨する行為はまさに石

との対話であり、本研究では内と外の関係性を意識しながら錆ゴロタ石に内在される

生命の形を具現化させていった。彫刻家イサム・ノグチは「あらゆる石の撮は地下で

合一している」9）と述べており、自然至上的理念をひとりの背景としながら制作を展

開させてきた。「内在する形」をイメージすることは、生命をテーマとした石彫制作

においてはとても重要な行為であり、本作品においても内包される新たな生命を常に

意識しながら制作を行った（図2 ）。
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13. 。 作 品 発表　　　　 十　　　　　　　　　　　　　　 十　　　　　
し

実際には100 個以上の錆ゴロタ石を加工し研磨したが、個々の錆ゴロタ石の配置や

作品全体の空間構成を検討した結果、横列に12 個、縦列に8 個、計96 個の配列に

至った。しかし、形状や大きさが異なる錆ゴロタ石のみを96 個配置すると、全体と

して緊張感に欠ける構成になったため、厚み6 皿、大辺240mm の正方形の鉄板を等間

隔に敷くことによって空間の均衡を図り、統一感のあゐ構成を成立させることを試み

た。 1O）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　”

石と鉄板の組み合わせによる彫刻作品を数多く発表している李萬煥は石と鉄による

「存在のズレを感ずるところから、表現行為ははじまる」11）と述べ、「鉄板と石の出会

いの可能性」12)を求めてさまざまな表現を模索しながら展開している。石と鉄にはど

ちらにも共通した「物質の存在感」がある。しかし一方で、石が自然を意味するとす

れば、鉄は人工を意味するように相対する素材として捉えることもできる。李は、鉄

の持つ人工物としての性質を生かすために黒く塗装された無機質とも感じられる鉄板

を用いることが多いが、筆者は鉄を雨水にさらすことで風化させ、錆ゴロタ石と鉄板

の風合いを調和させることを試みた。鉄板は、一度全体を錆びさせた後に表面の錆を

落とし、その上から薄墨を塗布したため、1 枚1 枚の色合いが微妙に異なりながらも

全体的には落ち着いた茶褐色に仕上がった（図3 、4 ）。

本作品を東京・国立新美術館にて開催された第66 回行動展（主催：行動美術協会13)、

2011 年9 月14 日～26 日）に出品した（図5 ）。 また本作品は、会員による審査の結

果「行動美術賞」を受賞し、地方巡回展（大阪展:10 月12 日～16 日／大阪市立美

術館、京都展:11 月8 日～13 日／京都市美術館）にも展示された。

考察と今後の展望

錆ゴロタ石には黒御影石や大理石などとは異なった、個体としでの素材の存在感が

ある。前述したように錆ゴロタ石は、建築資材やガーデニング用の石材として使用さ

れることが多く、筆者が知る限りこれまでに彫刻素材として扱われた例はない。本作

品を発表したことによって、はじめて錆ゴロタ石という素材を知った彫刻家や来場者

も多かったようである。筆者は、黒御影石を石彫制作の素材として扱うことが多いが、

本作品の制作と発表を通して、さまざまな種類の石材に目を向けることも素材研究を

行う上ではとても重要であると実感することができた。

今後は、生命をテーマとした石彫制作の研究をさらに発展させていくためにも、国

内外のさまざまな種類の石材を調査・研究し、素材の特性や表現の可能性を追究して

いきたい。　　　　　　　　し
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h
おわりに

筆者は、これまでに石を素材とした制作活動を幅広く展開してきたものの、その成

果は展覧会での作品発表に留まっていた。展覧会場においては、鑑賞者それぞれの見

方や感じ方によって作品を鑑賞してもらえればよいのであるが、鑑賞者に対して作家

自身が作品に込めた思いや制作過程を解説することによって、鑑賞者がより深く作品

を理解するきっかけになり得ることを近年実感することが多い。本稿では、筆者の素

材に対する思いや制作意図、作品発表の報告について概要をまとめ、今後の石彫制作

の研究における展開を明らかとしたが、古代から現代に至るまでの長い歴史の中にお

ける本研究の位置づけや先行研究との関係性についての検証や考察が不充分であるこ

とは課題である。今後は、筆者がこれまでに作家や作品、文献などから受けてきたさ

まざまな影響を、無意識の中で処理してきた感覚的思考として捉え、研究の位置づけ

や先行研究との関係性についての視点を明確にしながら研究を深めていきたい。
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図1　 錆ゴロタ石　　　　　　　　　　 図2　 作品『大地の種-11 』（部分）

図3　 作品『大地の種-'11 』（全体図）
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図4　 作品 『大地の種-'11 』（部分）

図5　 国立新美術館での作品展示風景（手前が本作品）


